平成２９年１月２８日
日本将棋連盟山形県支部連合会

支部長　各位
事務局　各位
日本将棋連盟山形県支部連合会

（書記）事務局長　石井知征
山形県支部連合会新年会　会議録

1． 日時　　平成２９年１月２８日（土）１５時より

2． 場所　　天童市天童温泉　滝の湯ホテル
3． 会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（司会　石井事務局長）

・開　　会　日本将棋連盟山形県支部連合会副会長兼幹事長　花輪　正明
・挨　　拶　日本将棋連盟山形県支部連合会会長　　　　　　大泉　義美
（要旨）ご多用の中、お集まりいただきありがとうございます。
本日は連盟から佐藤常務理事と熊坂五段、山形新聞から編集局将棋担当の鹿野さん、
天童市から新関副市長と松田商工観光課長さんのご出席をいただき感謝申し上げる。
・来賓挨拶　日本将棋連盟常務理事　　　　　　　　　　　　佐藤　秀司　七段
（要旨）三浦九段の問題では迷惑をかけて申し訳なく思っている。
　　　　　　　　　本日は、熊坂ともども宮城出身ということでよろしくお願いしたい。
　　　　　　　　　県連の日程を見せていただいたが、事業が目白押しで、さらに新たな棋戦を入れる
ということを伺っている。これからもよろしくお願いしたい。
　　　　　　　　天童市副市長　　　　　　　　　　　　　　　　新関　　茂　氏
　　　　　（要旨）県連から多大なる貢献をいただいており感謝申し上げたい。
昨年は、天童市の将棋教室に通っておられた渡辺東英君が中学生選抜将棋大会で優勝された。第二・第三の渡辺が輩出されるよう、心からお願いする。
「３月のライオン」がＮＨＫのアニメで紹介され、ふるさと納税とコラボした商品にも取り組んでいる。また、実写版の「３月のライオン」が３月に公開される。さらに将棋ファンが増えることを期待している。

　　　　　　　　山形新聞社編集局将棋担当　　　　　　　　　　鹿野　順一　氏
　　　　　（要旨）昨年は山形新聞創刊１４０年に御協力をいただき御礼を申し上げる。
　　　　　　　　　本日は、本社主催の棋戦に関して更なる発展を期待した提案もありますので、検討をお願いしたい。

４．自己紹介
５．会議（座長　大泉県連会長）

①県連総会懸案事項について
（座長）　　　　事務局からありますか。
（石井事務局長）この度の総会ではありませんでした。
②県連事業計画について（花輪幹事長が資料にて説明）
　　主なもの
・３月１８日（土）に、「３月のライオン」の封切りに合わせて、記念子ども将棋大会をイオンモールにて計画しているが、当日は卒業式と重なるため、変更があるかも知れない
・４月８日（土）の詰将棋解答選手権を天童将棋交流室にて開催
・日にちは未定も、第３回チェリーパークホテルさくらんぼ杯大会を開催予定
・日にちは未定も、「サッカーと将棋イベント」を春と秋に開催予定
・７月８日に第９回東北六県連合会長会議を秋田にて開催
・７月８日（土）～９日（日）に第６１回を迎える東北六県将棋大会を秋田県にて開催
・上記により、第３０回高校竜王県大会の日程を調整する
・８月２７日（日）に、第４０回千代寿杯争奪将棋大会が寒河江支部の主管で開催予定
（大泉座長）
・事務局から説明がありました。拍手を持って承認したい。
③山形新聞社主催の各種大会について
（大泉座長）　　　　鹿野さんから説明をお願いする。
（山新鹿野さん）　　本社主催のアマ名人戦、将棋選手権、最強戦、職場・団体対抗将棋大会について協力を賜りありがたく思っている。昨年は７０回を記念した子ども大会を開催したが、非常に良かったという印象を受けた。このことを踏まえて、１日制とジュニア大会をセットで行えないかなどと、県連さんと打合せをさせていただいている。
　　　　　　　将棋内容のことなどもあり、絶対に１日でなければならないということではないが、ジュニア大会は是非やりたいと思っている。
今後の課題として検討をお願いしたい。

（大泉座長）　　　　この件については、幹事長・事務局長とも同席し話を伺っている。
　　　　　　　　　　名人戦については既に案内を発信していることもあり、現行のままで。
選手権大会は本年から天童に移るということで滝の湯ホテルに予約を入れている。
ジュニア戦は、当初、小学生と中学生を分けることも考えたが、ジュニア戦とし
て進めたい。
女子の部もやりたいと考えているが、女子の場合は人数も限られ、さらに棋力の
差も大きいなど若干問題がある。ただ、このような大会があれば目標も出てくるのではないか。

最強戦は、元々１日制でやっていたこともあり、検討に値するのではないか。
（花輪幹事長）　　　１日制を検討してみた。やれないことはないが、今の時間でやるとなると困難な
ので、持ち時間を短くすると、将棋が荒れることも考えられる。
　　　　　　　　　　名人戦は、全国大会につながるので、現行通りの２日制で良いのではないか。
　　　　　　　　　　最強戦は、４回くらいのスイス式で、東北六県大会と同じ持ち時間でできるので
はないかと考えている。
（大泉座長）　　　　皆さんのご意見を伺いたい。
（桜井天童支部幹事）県大会の出場枠について、絞れば回数は少なくて済むが、減らさない方向にして
欲しい。
（大泉座長）　　　　人数は減らさない方向で、また、開始時間を若干早めて、持ち時間を減らさない
方向でどうか。
（鹿野山新担当）　　誤解のないようにしていただきたいが、縮小（経費削減等）というものでなく、ジュニア大会などを増やせば観戦記なども増え、読者も増えるなどの効果もあると考えている。
（村岡天童支部長）　アマ竜王戦の県大会は１日制で行っており、１日で出来るのではないか。
（花輪幹事長）　　　アマ竜王戦は１日制で行っている。ただ、この大会は一発のトーナメントとなっ
ており、悪い点もあると思っている。
（大泉座長）　　　　１６名を２つに分けて３回戦のスイス式にて行い、１位同士で優勝決定戦。２位
同士で３位決定戦なども検討に含まれている。
（山口村山支部幹事長）６回戦を１日でやれば夜８時頃になってしまう。トーナメント式でやると１回
戦で負けてしまうと優勝はなくなるので、今の方法が良いと思う。
（佐々木酒田荘内支部長）１日でやると考えた場合、予選は切れ負け。決勝はトーナメントは秒読みを
入れることもあるのではないか。
（阿部寒河江支部長）切れ負けはやって欲しくない。
選手の立場から言わせてもらうと現行の方が良いと思う。最強戦は六県大会で優
秀な成績を収めることを目的としていることもあるので、今までの方法で選ばれた方が代表になって良いのではないか。
（大泉座長）　　　　今、１０時開始としているが、これを３０分程度早めることも考えられるのでは
ないか。
（佐々木支部長）　　雪さえ降らなければ良いと思う。
（大泉座長）　　　　名人戦は現行通り。選手権は５月なので雪の心配はないと思う。
（村岡支部長）　　　竜王戦は１日制でやっている。アマ名人戦などは１回負けてもまだやれるという
のでは、真剣みがないと思うが。
（花輪幹事長）　　　名人戦については全国大会の持ち時間なので、それに近いルールでやっているし、
そのように考えるべきと思う。アマ竜王戦は経費的にも無理なので１日で行ってい
るが、それでも夕方６時を過ぎる。
（大泉座長）　　　　他にありませんか。
（荒木上山支部長）　２日制の場合、２日目は決勝と３位決定戦となっている。現行通りが良いと思う
方がいたとしても、色んな配慮がされれば良いのではないか。
（花輪幹事長）　　　この場で決めることはできないのではないか。
（佐々木支部長）　　今年度のことであれば、ここで決めても良いのではないか。
（山口村山幹事長）　最強戦は総当たりなので、そのように変更しても選手は納得できると思う。
（石井事務局長）　　アマ名人戦や選手権の３位決定戦は既に最強戦の切符をつかんでいることもあっ
てモチベーションのない戦いとなっている。これをモチベーションのある戦いにす
るために３位決定戦はあるべきと考えていた。
　　　　　　　　　　そして、最強戦への出場資格については、名人戦の１～３位、選手権の１～３位
に支部名人戦者＋推薦枠などと。
（大泉座長）　　　　これらはこれから詰めていかなければならない。
（桜井天童支部幹事）１日制のメリットやデメリット、２日制のメリットやデメリットなどを比べられ
るようにして、検討すべきと思う。
（鹿野山新担当）　　将棋担当になって３年目になるが、これまで通りであれば面白味がない。紙面を
見てもらえるような変化が欲しい。ジュニアの大会などを増やせば、それがメリッ
トと思う。２日制のメリットは何か、逆に伺いたい。
　　　　　　　　　　皆さんのご意見も伺わせていただいたので、これから、県連の会長・幹事長・事
務局長さんとも相談させていただきたい。
（村岡支部長）　　　運営する方も家庭をお持ちであるなど色んな事情があると思う。１日制であれば
運営する方の負担も減るのではないか。
（大泉座長）　　　　これから、山新さんと私や幹事長・事務局長を中心に詰めさせていただくことで
如何か。
（村岡支部長）　　　会長一任でよろしいです。
（松田天童市商工観光課長）昨年のジュニア大会の参加者数はどれほどですか。
（大泉座長）　　　　選手が３２名。それに付添の父兄などを加えて、計１００名位。
（矢作河北支部事務局）大会ごとによって決めれば、それで良いと思う。持ち時間が短くとも良い人と、
長ければ長いほど良いと言う人もいる。選手の意見を聞いて欲しい。
（大泉座長）　　　　選手の意見も伺いながら、かつ、伝統ある大会の権威が失われないよう。また、
スイス式で決着となると、どれが決勝か分からずに棋譜を取ることができず、観戦
記との関連もある。
　　　　　　　　　　主催者は山新さんで、我々は協力という立場で検討していくことで如何ですか。
　　　　　　　　　　今年の最強戦から、皆さんが納得できるような形にすることでどうですか。
（鹿野山新担当）　　これまで上山でアマ名人戦と選手権を行っていたが、今年から選手権を天童に持
ってきた経緯もありますので、この辺りもご理解いただきたい。
（大泉座長）　　　　東北六県大会の出場枠について、名人戦と選手権の優勝者は出場させたいと考え
ている。
（花輪幹事長）　　　最強戦は１日制を検討することで進めて良いのか。
（大泉座長）　　　　１日制で良いという方向が出れば、そのように進めたい。そのように進めてよろ
しいか。
（全員）　　　　　　異議なし。
（大泉座長）　　　　それでは、そのような方向にて山新さんと煮詰めさせていただきます。
④その他
（大泉座長）　　　　事務局から何かありますか。
（花輪幹事長）　　　支部対抗戦のシニアの部の参加者が少ない。来年から２名で如何。
（佐々木支部長）　　この件については、総会にて決定して良いのではないかと思う。
（大泉座長）　　　　この件については総会に提案したい。
　　　　　　　　　　他になければ、私から提案というか、今、考えていることを述べさせていただき
たい。これは、「将棋普及協力金」を創設して如何か、ということであります。
　　　　　　　　　　県連の資金に余裕がなく大変と思っている。そこで、支部教室他、幼稚園や小中
学校などへの支援。また、酒田から通うようにする阿部健治郎七段や奨励会で頑張
っている岡部玲央三段、さらに渡辺東英君などへの支援など。
他にも考えていることもあり、これらの受け皿として作りたいと思っている。
これは単年度を原則として考え、さらに、資金管理や運営方法なども考えて今度
の総会に提案したいと考えている。
　　　　皆様方から特になければ、これにて会議を終了いたします。
【確認事項】
本年度の
①アマ名人戦は２日制にて、上山・月岡ホテルにて開催

②選手権大会は２日制にて、天童・滝の湯ホテルにて開催
　・ジュニア大会を併催、できれば女子の部も開催

③最強戦は１日制にて、山形メディアタワーにて開催

　・大会運営方法については検討事項
・選手選考は検討事項
５．講演（書記　花輪）
　１）「連盟の事業方針について」　　　　　　　　　　　　　　日本将棋連盟　佐藤　秀司　常務理事
　　【要旨】
・宮城出身で宮城の県連打ち合わせにでているが、山形は建設的な意見が多くすばらしい。

・大会運営がうまく行くと思う。

・県連は全国で４０県、７県がまだない。（南の方の県がない）これから作るように努力する。

・海外支部は増えている。最近ベトナムに支部ができた。

・海外支部は会費がない。

・国際交流基金でドイツを訪問した。日本の方が中心であった。

・現在私の担当は、学校教育で将棋を取り入れてもらう部を担当している。長期的な構想である。

・最近大学で授業として取り入れているところがある。（単位をもらえる）

　明治大学でも授業が始まる予定。

・指導員は全国で８３０名ほど。囲碁に比べてまだまだ人数が足りない。マンパワーをもっと生かしたい。

・青少年育成が普及の鍵だろう。

・聖の青春・３月のライオンと将棋普及に大きな風が吹いている。将棋がメディアに取り上げられる機会が増えた。
・Ｕ－１８将棋大会、８００名の参加があった。青少年に将棋を普及したい。
・女性・特に大会に引率されるお母さん方を対象にした、将棋教室を考えている。

　２）「こどもの指導方法について」　　　　　　　　　　　　　日本将棋連盟　熊坂　　学　五段
　　【要旨】
・将棋教室を立ち上げて３年が経過した。

・生徒さんは、子どもから大人まで。一人でも多くの方に将棋を指していただきたい。

・級位者を初段にするのが目標。

・２日と４日／月のコースがあり、生徒さんが選んでいる。

・昨年より、月２回くらい水曜日夕方、天童教室を指導。みんな、強くなりたいとの意識を感じる。

・プロを目指すには、正座を奨めたい。できないと対局で困る。

・正座は、将棋盤面が広く見える。棋力向上にもつながる。

・また、腹に力が入って、良い将棋が指せる。

・教室で感じることは、意識が高い人が向上する。

・家に帰ってからの将棋の勉強が重要。
３）「質疑応答」
花輪　「三浦先生の問題は、現在どのようになっているのか」

佐藤先生

・ご心配をおかけし、申し訳なく思う。
・早くおさまってくれることを願っている。

・なかなか、話せないことが多く、申し訳ありません。

・連盟で早く規定を作れば良かった。棚上げにしてしまったことが問題。

　棋士会で討論したが、棋士を疑うのか・・との声が強く、性善説で規定を作らなかった。

・現在、棋士もＳＮＳ等で発言・意見を言っている。問題に火をつけて、悪化している状況。

・棋士をコントロールする事ができない。罰する規定がないせいでもある。

・今後、三浦先生をどのようにケアーするか、早く復帰できるようにしたい。

松田（天童市）「明治大学の将棋授業はいつから始まるのか」
佐藤先生

・今年の秋以降と聞いている。

（以上）
